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  高校野球における公式試合や練習試合に生じたプレイの中で、‶こんなプレイ、どうなるの？″と

いった疑問について、ルールの側面から解説します。 

 

○ タイブレークって・・・どんなルール？ 

 第 101 回全国高等学校野球選手権兵庫大会は、160 ゲームが行われ、明石商業高校の優勝で幕が閉じ

られました。延長のゲームは 12試合で、そのうちタイブレークは５試合ありました。 

 タイブレークは、延長 13 回から無死１、２塁の状況で行われますが、第 100 回から導入されたこと 

もあり、各チームや審判委員において不慣れな点が多く、うまく運営されない場面がありました。 

 そこで、今回はタイブレークになったときのため、知っておかなければばらない事項について、解説 

してみたいと思います。 

 

❶ タイブレークとは・・・ 

 タイブレークについて、高校野球では「高校野球特別規則・22タイブレーク制度の採用」に規定され

ています。 

 ① 12回終了して同点の場合、13回からタイブレークを開始します。 

 ② 打順は、12回終了時の打順を引き継ぎます。 

（次回以降も前イニング終了後からの継続打順となります。） 

   ※走者は、無死１・２塁の状態から行います。この場合の２人の走者は、先頭打者の前の打順の

ものが１塁走者、１塁走者の前の打順のものが２塁走者となります。 

例えば、12回の攻撃において８番打者で終了した場合、13回の攻撃では９番打者が先頭打者、

８番打者が１塁走者、７番打者が２塁走者となります。 

 「投手」であっても該当する打順であれば、走者となります。臨時代走者には、投手は除かれ

るとする特別規則がありますが、タイブレークのときは走者となりますので混同しないよう

にしましょう。（誤って理解されていることが多いようです。） 

 ③ タイブレークが開始した後、15回を終了し決着していない場合は、そのまま試合を続行します。 

   ただし、１人の投手が登板できるイニング数は、15イニング以内を限度としていますので、初回

から出場している投手は、16回から交代しなければなりません。 

 ④ 「決勝」は、タイブレークを採用しません。 

   決勝での延長回は 15 回で打ち切り、翌日以降に改めて再試合を行います。 

   決勝の再試合では、タイブレーク制度を採用します。 

 



❷ タイブレークの進め方や選手の動きはどうなるの・・・？ 

 ① 各イニングの前に先頭打者は、ダートサークル付近（１塁側のネクスト・バッタースボックスと

ダートサークルの間）、１・２塁走者は、１塁のコーチスボックス付近に位置し、背番号を本部に

向け、正規の打者・走者であるか確認を行います。 

・ １塁走者 ⇒ １塁コーチスボックスの本塁寄りのダッグアウト側の端 

・ ２塁走者 ⇒ １塁コーチスボックスの外野寄りのファウルライン側の端 

 このとき、１塁ベースコーチは、コーチスボックスから少し離れたところで待機します。 

 ② ２塁走者は、投手の準備投球（通常３球）が終了後、捕手が２塁へ送球した後、場内アナウンス

が流れ、２塁審判員とともに２塁ベースに行くようにします。 

 

❸ 代打・代走やタイムをとる場合はどうなるの・・・？ 

 ① 攻撃側の代打・代走は、各走者が塁に着

いた後に、改めて受け付けるようにします。 

（まず、当初の選手が塁に着くことが必要に

なります。） 

   選手交代の場内アナウンスとスコアボー

ドの変更を確認後、球審はプレイを宣告す

ることになります。 

 ② 選手交代など場内アナウンスの間に、伝

令がマウンドや捕手、打者のところに行っ

たときは、タイム１回とカウントします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今回、取り上げたタイブレークの進め方については、兵庫県においてタイブレークの試行を繰り返

し、選手の安全な誘導とスムーズな運行を基に考えられた動きになります。 

  各チームは、この趣旨をよく理解し、実際にタイブレークになった際もあわてずに対応できるよう

日頃の練習試合などを通じて熟知しておきましょう。 
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